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No.4社会福祉法人

愛知県社会福祉協議会

寺子屋夕焼け食堂 サン☀サン子ども食堂“なかよし”
☎ ０９０－９９４０－２９３９

犬山市犬山東古券７０－２

（地域資源カフェ チャンティ内）

毎月第一・第三水曜日 １６時～２０時

小学生未満無料/小学生１００円

中・高生２００円/おとな４００円

☎ ０５２－２３８－４６１１

（社会貢献事業推進室 山下さん・瀬木さん）

名古屋市東区砂田橋1-1-1ジョイフル砂田橋１階

不定期開催 １６：３０～１９：００

（食事提供は１７：００～１８：３０）

小学生・中学生１００円

※愛知県、名古屋市「子ども食堂マップ」をもとに掲載しています。
※現在、コロナウイルス感染症の影響により、記載内容と異なる場合があります。

『社会福祉法人 豊明市社会福祉協議会（以下豊明市社協）』では、

昨年まで、「地域のつながりにくさを解消し、子育て世帯の孤立を

防ぎたい」という想いから、共働き世帯や外国籍世帯の多い団地で

子ども食堂を定期開催していましたが、春に新型コロナウイルス感

染症の影響により緊急事態宣言が発令され、室内での食事提供は休

止となりました。

しかし、市内の小中学校および高校が休校となっている中、「子

どもたちに昼食を提供することで、子どもをもつ家庭の支援を行い、

地域福祉の進展に寄与できるのではないか」という考えから、雇用

機会創出などの目的で保有していたキッチンカーを活用し、コロナ

ウイルス感染症対策を万全に行ったうえで、持ち帰り用の食事配布

を「走る子ども食堂」として始められたそうです。

この「走る子ども食堂」は３～５月で計２１日開催され、３月は

カレーピラフ、４月はテリマヨドッグといなり寿司、５月は手作り

イチゴジャムのサンドイッチとイチゴゼリーを児童館や小学校、都

市公園など複数の拠点で合わせて９，８０８食が無料で提供されま

した。

子ども達はもちろん、保護者の方々にも緊急事態宣言が出ている

中での開催は、「子どもを連れて外出できて息抜きになった」と喜

んでいただけたそうです。

現在は室内での食事提供を再開しており、１０月は１７日（土）

に開催。ハロウィンバージョンのカレーライスなどを子どもたちは

嬉しそうに食べていたとのことでした。

お話を伺った『豊明市社協』森さんからは、「コロナ禍ですが、

子どもたちの地域とのつながりづくり、居場所づくりは止めてはい

けないと考えています。どんな方法であれば開催できるかを常に考

え、最新の予防対策の情報を取り入れながら、安心して参加いただ

けるように、実施をしていきたいと考えています」とのお言葉をい

ただきました！

△キッチンカーの中から子どもたちに

食事を渡している様子。

▽再開後の子ども食堂でご飯を食べる子ども

たち。距離をとり、間にはしっかりパー
テーションも！

社会福祉法人 豊明市社会福祉協議会

☎0562-93-5051(担当：森さん)

子ども食堂

10月号
2020

「コロナ禍でも子どもたちの居場所づくりを！」

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 『豊明市社会福祉協議会』
facebook 『豊明市社会福祉協議会』

豊明市新田町吉池18－3

（市総合福祉会館 内）

『豊明市社会福祉協議会』

走る子ども食堂



社会福祉法人 愛知県社会福祉協議会

受付期間

ぷらざ通信クイズ

Ｑ．子ども食堂のはじまりは

いつでしょう？

①２０１８年 ②２０１２年

③１９８２年 ④２００８年

答え：②２０１２年

東京都大田区にある「気まぐれ八百屋だんだん」の店主近藤博子さんが、

お店の一角に子どもたちが食事をするスペースを設置したのがはじまりだそうです。

答えは枠外右下です♪

今月は豊明市社会福祉協議会の森さんに子ども

食堂のお話をお聞きしました。お忙しい中丁寧に

ご回答くださり、豊明市社協の子どもたちに対す

る思いをとても感じました。

また、子ども食堂ガイドラインの情報掲載を豊

田市の福祉総合相談課 國長さんにお願いしたとこ

ろご快諾いただきました。ガイドラインの提供も

されているそうなので、気になる方は是非豊田市

役所福祉総合相談課までお問合せお願いします。

森さん、國長さんありがとうございました！

編集後記

愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター内

TEL：０５２-２１２‐５５０４

子どもの居場所

応援プラザ

問合せ先

〒461-0011 名古屋市東区白壁1-50愛知県福祉会館２階

FAX：０５２‐２１２‐５５０５ Eメール：info@aichivc.jp

開催告知に際し、以下に該当

する人は参加できないことを

事前に伝える。

体温が37.5度以上の場合。（ま

たは平熱比1度超過）

息苦しさ（呼吸困難）・強いだ

るさがある。

軽度でも咳・咽頭痛などの症状

がある。

過去２週間以内に感染が引き続

き拡大している国・地域への訪
問歴がある場合及びその家族。

参加人数は、利用する部屋の

定員の５０％以下を心掛ける。

交流館の調理実習室（定員２６

名）

【ガイドライン「配慮いただきたい参考事項」（抜粋）】

利用定員：１２人（運営スタッ

フ・ボランティア４人、子ども８
人を目安）

例：

最大利用人数は、１２人とする。

（スタッフと子どものバランス

は各こども食堂の実情に合わせ
る。）
定員がない場合は、登録人数の

５０％以下とする。

実施時間の短縮に努める。

子ども食堂の実施時間は、１時

間～１時間半程度に短縮するよ
う努める。

利用後は、利用施設を速やかに

退館するように周知徹底を行う。
（ロビー等に滞留しないように
する。）

豊田市が子ども食堂再開のためにガイドラインを作成

豊田市では、豊田市役所福祉総合相談課の担当者さんにより５月に新型コロナウイルス感染防

止を踏まえた子ども食堂のガイドラインが作成されました。このガイドラインを参考に、６月１

３日に活動を再開した市内の子ども食堂もあり、コロナ禍において不安を抱える子ども食堂運営

者の支えになっています。

Ａ４判３ページの中には、マスクの着用や手洗い、３密の回避など、基本的感染対策の徹底の

ほか、事前予約の推奨や参加人数の目安など、子ども食堂を行っていくうえで注意すべき点が具

体的に盛り込まれています。

ガイドラインに関するお問い合わせは下記連絡先までお願いいたします！

お問合せ先：豊田市役所福祉部福祉総合相談課 TEL☎0565‐34‐6791

（福田）


